
3.8ｍ

3.5m

塀（高さ 2m）
カーブミラー

カーブミラー

垣根

事故事例８（一般乗用）見通しの悪い交差点を通過しようとした際、交差車両と衝突し
そうになったため急ブレーキをかけ乗客が負傷

曜日・時間・天候 ３月３１日（水 ・１９時４０分・晴）
場 所 一般道 制限速度 ２０㎞／ｈ
道路の状況 乾燥 幅員３．８メートル
運 転 者 年齢５５歳 運転歴６年８月
乗務開始～事故発生 １８６ｋｍ
の乗務距離
損 害 軽傷１名
事故概要
当該タクシー運転者は、運行管理者の点呼を受け８時００分に出庫、午後７時３５分頃乗客１

名を乗せ住宅路の見通しの悪いＴ字路交差点を直進する際、左方から進行してきた車両と衝突し

そうになり急ブレーキを掛け、衝突は回避できたが、乗客が額を助手席後部に強打し負傷した。

種 別 ・ 形 状 小型・箱型
乗 車 定 員 ５名
当時の乗車人員 ２名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策
運転者 運転者 運転者

見通しの悪い交差点で徐行 ・見通しの悪い交差点を進行する交差点進入時の
していなかった。 場合は必ず徐行すること。安全不確認

・コメンタリー運転の励行

目視による確認状況を声に出して確認する。

・カーブミラーによる確認を行う

こと。

運行管理

運転者に対し、輸送の安全確保相手方
についての指導監督の徹底

・見通しの悪い交差点・事故多発交差点等の事午後７時４０分であったが

故事例を掲げ指導する。相手方車両は無灯火であっ

た。 適性診断を受診させその結果によ

る適切な助言指導の実施


